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■基本理念

利用者の人権の尊重とプライバシーの遵守を基盤に、利用者の障害の特性と意向を理

解して相互に信頼し合い、自立に向けて支援するとともに、心豊かに地域社会で暮らせ

ることに努める。

■運営方針

① 利用者一人ひとりの人権を尊重し、プライバシーを遵守

② 虐待防止の徹底

③ 個人情報保護の徹底

④ 個別支援計画に基づいた支援

⑤ 自立(自助)と共助の精神を高める支援

⑥ 地域社会との結びつきを深め､ノーマライゼーションの理念を大切にし、地域と一体

となった施設運営

■事業概要

種 別 事業名 定員

第一種社会福祉事業 障害者支援施設の経営 施設入所支援 52名

第二種社会福祉事業 障害福祉サービス事業の経営
生活介護 52名

就労継続支援事業Ｂ型 28名

※全事業の主たる対象者 ： 身体障害者

令和3年3月31日現在 入所者数

施設入所・生活介護 50名 他施設へ転出のため1名退所

就労Ｂ 12名 自宅での生活のため2名退所
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■令和2年度の重点項目

★個別支援計画

〔支援の課題把握〕→〔支援計画策定〕→〔支援の実施〕→〔支援の評価〕の徹底

支援計画策定にあたり、サービス管理責任者は利用者の希望する生活および課題等

の把握、実施状況の把握を行い、支援計画作成にかかる会議を開催した。

その計画は利用者または家族に説明し、同意を得る。

★利用者の高齢化、障害の重度化への対応

介護職員の心身への負担はますます過重になっていくため、負担軽減を図り、利用者に

も安心した支援を提供できるよう環境整備を行う。

居室ベッドを据え付けからリクライニングベッドに改修

床走行式電動介護リフト

★法人としての理念／運営方針の見直し

【運営】から【経営】へという発想転換をもとに考察する。

改修前 改修後
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●利用者支援

①生活介護事業 ・ 施設入所支援事業

・安全な支援を提供するための取組

(1)新型コロナウイルス等の感染症予防対策の徹底

(2)体調不良者の早期発見、対応の徹底

(3)利用者のケガ、骨折等を防ぐための転倒防止の取組

生活介護事業 利用者支援内容

▼相談助言

▼心身の状況に応じた適切な介助・支援等

レクリエーション活動 ・ 身支度支援 ・ 布団干し ・ シーツ交換 ・ 洗濯

買物 ・ 移動時の介助 ・ 排せつの介助

▼入浴または清拭

着脱衣・洗身介助 ・ 白癬症感染者の足浴

▼食事の提供および栄養管理

食事の介助、見守り

栄養管理に基づいた摂取指導および摂取状況を家族に報告し協力を求める

▼日中活動の機会の提供

プラスチック加工品の品質検査 ・ 名札制作 ・ その他簡易作業

▼健康管理

健康管理指導、相談、看護、処置 ・ 各病院での受診指導、付添、送迎

服薬指導、管理 ・ 体重測定 ・ 血圧測定

利用者総合健康診断 → 結果を家族へ報告し理解を求める

内科健康診断 ・ 配薬および服薬確認 ・ 水分摂取の指導、管理 ・ 機能回復訓練

施設入所支援事業 利用者支援内容

▼相談助言

▼心身の状況に応じた適切な介助・支援等

着脱衣の介助 ・ 移動時の介助 ・ 排せつの介助

▼清拭

▼食事の提供

食事の介助、見守り

▼健康管理

配薬および服薬確認

②就労継続支援事業Ｂ型

・生産活動支援の取組

(1)生産受注量の確保
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(2)作業能力維持向上の訓練

(3)職場規律・社会規律遵守の訓練

就労継続支援事業B型 利用者支援内容

▼生産活動の機会の提供

プラスチック加工品の品質検査 ・ 名札制作 ・ その他簡易作業

▼相談助言

▼食事の提供

栄養管理に基づいた摂取指導および摂取状況を家族に報告し協力を求める

▼健康管理

健康管理指導、相談 ・ 体重測定 ・ 血圧測定

利用者総合健康診断 → 結果を家族へ報告し理解を求める

内科健康診断

【利用者健康診断 2．8．5】

受診者数 生活・入所利用者50名

就労B利用者12名 計62名

【利用者健康診断(血液検査) 3．1．22】

受診者数 生活・入所利用者49名

就労B利用者12名 計61名

健康診断結果および栄養管理・食事摂取状況を家庭に送付し、園での健康管理状況

を知らせるとともに、家庭での健康管理について協力を求めた。

●日中活動(生産活動)

【生産活動受注状況】 3.3.31現在

令和2年度 元年度 差

作業工賃収入 5，993，579 5,484,524 ＋509，055

利用者工賃 3，900，920 3,274,130 ＋626，790

経費 2，092，650 2,669,531 －576，881

差引損益 9 -459,137 ＋459，146
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●施設の行事等

【日帰り遠足(春・秋)】

新型コロナウイルス感染防止のため中止した

【稲葉園祭 (2.10.21開催)】

家族、来賓、ボランティア等の来園はお控えいただき、利用者と職員のみで開催した。

また、大勢が集まる作品展や催し物を取りやめた。

感染予防対策(三密を避ける、マスク着用、手指消毒、人と人の距離を十分に保つ)

等を十分に施し、みどりの広場、食堂、3階多目的室に会場を分散し、「模擬店風」でオム

そば、ハンバーガー、チョコレートパフェを提供した。

●避難訓練

生活介護支援事業・入所支援事業・就労継続支援事業Ｂ型 共通

内 容 実施予定月

・総合訓練(通報・避難・消火) ５月 (避難は昼間想定)

・避難訓練 ６月 (夜間想定)

１０月 (夜間想定)
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【避難訓練】 第1回： 令和2年10月14日(昼間想定)

出火想定場所 本館1階食堂

参加人員 65名(入所・通所利用者、職員)

第2回： 令和3年3月24日(夜間想定)

出火想定場所 居住棟2階7号室

参加人員 55名(入所利用者、職員)

出火場所を理解し、正しい避難経路で避難することを目的として“避難訓練”を実施

した。

●新型コロナウイルス感染予防への対応に重点を置き実施する。

衛生 ◆検温

利用者・・・朝に実施 37℃以上は状態に応じ対応

職 員・・・出勤時に実施 37℃以上は出勤停止

来訪者・・・入館時に実施 37℃以上は入館禁止

◆手指消毒

館内に入るとき、食事前に手指消毒用エタノールで消毒します

◆館内の消毒

全館の手すり、スイッチ類、ドアノブ等をハイター薄め液で拭いています

◆シーツ交換

従来から週1回行っています
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食堂 ・密集を避けるために、生活支援・入所支援利用者は食堂で、昼食時の就労支援B

型利用者は通所休憩室で食事します。

・飛沫感染予防のため、テーブルに「ついたて」を設置し、座席間隔も拡げています。

日中活動等 ［生活支援・就労支援B型利用者共通］

・生産活動

生産活動時間の短縮を継続(10：00～15：00 平常より2時間短縮)

2.3.1より、2階作業場に「仕切り」を作り、生活支援利用者(入所者)と就労支援B型利用

者(通所者)の動線を区切る。また、密集を避けるために、双方の活動時間の休憩時間

に時間差を設ける。

利用者の外出 ［生活支援・入所支援利用者］

(注) 2号線グルメシティ～JR線沿いユニクロ・フレンドマート付近までに限ります

(園から半径約1㎞の範囲)

繁華街(梅田、三宮)および立花、塚口、阪神尼崎等やショッピングモール等の人混み

へは行かないようにします。

外食は自粛していただく。

利用者の外泊 ［生活支援・入所支援利用者］

(注) できる限り車での送迎をお願いしています。

公共交通機関を利用するときは、空いている時間帯に移動するように促します。

面会 ［生活支援・入所支援利用者］

(注) 原則みどりの広場で面会することとします。

衣替え等で居室内に入れるのは、1家族1名のみとします。

(注) 緊急事態宣言およびまん延防止法適用期間については、

2．4．9～2．5．28 緊急事態宣言に伴い、入所者は外出、外泊、面会を自粛していただく。

通所者は登園を自粛していただく。

2.12.1～3.3.8 緊急事態宣言に伴い、入所者は外出、外泊、面会を自粛していただく。

通所者は2.12.21～3．2．28の期間は登園を自粛していただく。
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衛生物資の備蓄状況

マスク 不織布 約5200枚 布 約340枚

消毒用エタノール 約120リットル 約24ヶ月分

介護用手袋 約8000枚 約80日分

介護用エプロン (ビニールエプロンで代用100セット)

簡易陰圧装置

尼崎市衛生管理体制確保支援事業補助金交付により設置

●評議員会・理事会等

▼評議員会の開催

議案第1号 令和元年度社会福祉法人尼崎稲葉園会計決算の承

定時評議員会 認について

令和2年6月22日 報告事項 平成３０年度社会福祉法人尼崎稲葉園事業報告

報告事項 新型コロナウイルスの感染防止策について

議案第1号 令和2年度社会福祉法人尼崎稲葉園補正予算に

第2回評議員会 ついて

令和3年3月25日 議案第2号 令和3年度社会福祉法人尼崎稲葉園事業計画に

ついて

議案第3号 令和2年度社会福祉法人尼崎稲葉園予算について

▼理事会の開催

議案第1号 令和元年度社会福祉法人尼崎稲葉園事業報告

第1回理事会 について

令和2年6月5日 議案第2号 令和元年度社会福祉法人尼崎稲葉園会計決算に

ついて

議案第3号 障害者支援施設尼崎稲葉園運営規程の一部改正に

ついて
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議案第４号 社会福祉法人尼崎稲葉園預り金規程の一部改正に

ついて

議案第5号 令和2年度社会福祉法人尼崎稲葉園定時評議員会の

開催について

報告事項 令和元年度尼崎市法人指導課による施設指導監査に

ついて

報告事項 新型コロナウイルス感染防止対策について

第2回理事会 議案第1号 社会福祉法人尼崎稲葉園母性健康管理に関する規程

令和2年10月28日 一部改正について

議案第2号 令和2年度共同募金の受配要望について

第3回理事会 議案第1号 令和2年度社会福祉法人尼崎稲葉園補正予算につい

令和3年3月17日 て

議案第2号 令和3年度社会福祉法人尼崎稲葉園事業計画につい

て

議案第3号 令和3年度社会福祉法人尼崎稲葉園予算について

議案第4号 社会福祉法人尼崎稲葉園評議員選任解任委員会

委員の選任について

議案第5号 社会福祉法人尼崎稲葉園評議員候補者の選定に

ついて

議案第6号 令和2年度第2回社会福祉法人尼崎稲葉園評議員会

の開催について

報告事項 令和2年度下半期理事長職務執行状況報告

▼監事監査の開催

監事監査 令和元年度事業内容・会計決算について

令和2年5月26日

●定例会議

内 容 開催予定

・職員会議 月1回

・個別支援計画会議 月１回

・ケース会議 必要時開催

・生産活動評価検討会議 ９月・３月

・支援係ミーティング 必要時開催

・主任以上会議 必要時開催

・給食委員会 ６ヶ月に１回
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・防災委員会 避難訓練の前

・事故発生防止委員会 必要時開催

(ヒヤリハット)

・虐待防止委員会 必要時開催

・感染症対策委員会 必要時開催

●地域社会に貢献する取組

地域において公益的な取組を行う

《地域福祉の向上に向けた活動》

・ボランティア、福祉人材の育成(実習生の受入等)

【実習受入】

令和2年9月14日～9月18日

令和2年9月28日～10月2日

園田女子大学人間健康学部食物栄養学科 栄養士実習 計2名

●職員研修

◆職員研修

令和2年8月24日 障害者虐待対応力向上研修 職業指導員1名

令和2年10月5日 HACCPセミナー 栄養士1名 調理師1名

令和2年10月13日 新任職員ステップアップ研修 生活支援員1名

令和2年10月30日 兵庫県サービス管理責任者更新研修 サービス管理責任者1名

令和2年11月19日 介護福祉士実習指導者講習会 生活支援員1名

他

令和3年1月21日 自衛消防熟練者初回講習 生活支援員 1名

令和3年3月19日 ◆施設内研修◆

～31日 事故・虐待防止研修 職員21名

計4回 講師：施設長 事業課長


